
青梅市吉川英治記念館 

 

吉川英治（1892～1962 年）は、日本の偉大な歴史小説家の 1人に数えられます。吉川が書いた

日本史は幅広い読者層に親しまれ、『宮本武蔵』などの作品はさまざまな言語に翻訳され、人気の映画

にもなっています。 

吉川の自宅は記念館として保存されています。吉川は 1944 年に、裕福な養蚕農家からこの家

を購入しました。ここで吉川は、『新・平家物語』を含む複数の小説を執筆してました。中は広く、引き戸を

開くと庭園へと繋がっています。 

記念館には、100 冊を超える吉川の作品がすべて揃えられており、映画のポスター、イラスト、吉

川や友人の写真などが展示されています。吉川は 1960 年に文化勲章を授与されており、1962 年には

日本文学における功績に対して瑞宝大綬章を受賞しています。 

 


